
 

 

令和６年度 事業報告 

 

 令和６年度は、年金制度における財政検証が行われ、その結果を受けての年金制度改革が

予定されており、当協会の定款の目的である制度の周知が特に重要な事項となっていました。

年金制度の複雑さが、制度に対する理解の得にくさに繋がっている面も指摘されていますが、

この様な状況の中で、本会は、社会保険事業が安定的に運営されるよう、日本年金機構年金

事務所、全国健康保険協会大分支部、大分県社会保険委員会連合会等関係機関と連携を図り

ながら、社会保険制度の普及・発展のための広報活動をはじめとして、健康保険・厚生年金

保険等の被保険者（被保険者であった者を含む）及び被扶養者の福利を増進するために、令

和６年度においては次の事業に取り組みました。 

 

１．社会保険制度の普及推進を図るための啓発事業（継続事業１） 

事業主、被保険者等に対し、公的年金制度及び健康保険制度の周知徹底を図り、社会保

険事業の円滑な運営に資するため、次の広報活動及び啓発活動を実施した。 

（１） 広報紙の発行 

広報紙「社会保険おおいた」を発行し、年金制度及び健康保険制度のしくみや法律

改正の内容、年金事務所や全国健康保険協会への届出が必要な届書の記入方法及び提

出時期などの事務手続き等について周知徹底を図った。 

なお、広報紙「社会保険おおいた」は、社会保険制度の普及を図るため、会員事業

所への配布とともに、県内の各年金事務所、全国健康保険協会大分支部の窓口に備え

置き、また、当会のホームページにも掲載して広く周知を行った。 

「協会だより」を発行し、協会の事業計画・予算、事業報告・決算等について会員へ

周知した。 

（２） 事務講習会の開催 

事業所の社会保険事務担当者を対象に、社会保険制度の内容や事務手続、法律改正

の内容等について周知を行い、事務担当者の知識の向上及び事務処理の適正化を図る

ため、社会保険制度説明会を日本年金機構年金事務所及び全国健康保険協会大分支部

の職員を講師として、次のとおり計画・実施した。 

なお、日程等の都合により参加できない担当者に対しては、当日使用したテキスト

を配付した。 ・参加者２９３名  ・テキスト配付者３１６名 

    日 時         場 所           参加者 

○令和 ７年 １月１５日（木）中津市教育福祉センター      １９名 

○令和 ７年 １月２１日（火）日田市中央公民館アオーゼ    ２４名 

○令和 ７年 １月２２日（水）宇佐市さんさん館         １８名 

○令和 ７年 １月２３日（木）大分県教育会館             ３９名 

○令和 ７年 １月２８日（火）臼杵市中央公民館          ２６名 

○令和 ７年 １月３０日（木）国東中央公民館                  ６名 



 

○令和 ７年 ２月１８日（火）佐伯保健福祉センター和楽      １８名 

○令和 ７年 ２月１９日（水）別府市男女共同参画センター    ２５名 

○令和 ７年 ２月２０日（木）大原総合運動公園         １３名 

○令和 ７年 ２月２７日（木）ホルトホール大分        １０５名 

 

２．被保険者等の福利増進及び健康の保持増進に関する事業（継続事業２） 

 被保険者等の健康に関する知識の習得、健康意識の高揚を図るとともに、疾病の早期発

見、早期治療を促すことにより、医療費の上昇を抑制し、健康保険制度の健全な運営に資

するため、次の事業を実施した。 

（１） 保健師等による事業所における健康づくり指導講習会 

社会保険の適用事業所における被保険者等に対し、保健師、健康運動指導士等専門

家による講演、実技指導等の健康づくり指導講習会を開催した。また、保健師による

健診結果等に基づく個別健康相談を実施した。    ５０回  ６８８名 

（２） 広報紙「社会保険おおいた」により、生活習慣病予防健診等の受診促進を図った。 

（３） 大分県民が生涯にわたり、健康で活力ある生活を送ることができるよう「健康寿命 

   日本一」の実現を目標に取り組んでいる大分県の「おうえん企業」として登録し、健 

康ウォーク等の事業を大分県のホームページにも掲載して広く県民の参加を促した。 

 

３．社会保険制度の普及促進事業（その他事業１） 

（１） 年金委員及び健康保険委員への支援 

事業所の年金委員及び健康保険委員に対し、事業所内における被保険者等からの各

種相談に役立ててもらうよう、社会保険に関する情報誌等を配付した。また、年金委

員、健康保険委員で組織された、大分県社会保険委員会連合会及び各年金委員会・大

分県健康保険委員会と連携を密にし、年金委員、健康保険委員による広報の強化に努

めた。 

（２）  事業所の一定年齢以上の被保険者等を対象に、充実したシニアライフを送れるよう、

社会保険全般の知識、退職後の生きがい、家庭経済及び健康の保持増進等に必要な知

識を提供するため、年金シニアライフセミナーの開催を計画したが、都合により実施

を見合わせた。  

 

４．被保険者等の健康づくり及び福利増進事業（その他事業２） 

 被保険者等の心と体の健康の保持増進及び福利増進を図るため、次の事業を実施した。 

（１）第２９回健康ウォーキングの実施 

   令和６年１１月１０日（日）  竹田市「久住マラソンコース」 

 １６５名参加 

（２）第２９回社会保険ミニバレーボール大分県大会の実施（中止） 

（３）海の家・山の家の開設（中止） 

（４）ミニバレーボール地区大会等の後援（中止） 

（５）施設優待事業の実施 

  ・ホテル法華クラブグループ ・プリンスホテルグループ ・ＨＭＩホテルグループ 



 

・船員保険会・ＭＹＳＴＡＹＳホテルグループ・ダイワロイネットホテルズ 

・九州内（福岡県 佐賀県 長崎県 熊本県 宮崎県 鹿児島県 １９施設） 

（６）家庭常備薬(特納品)の案内チラシ、劇団四季特別予約案内チラシを広報紙に同封 

（７）「べつだいウォーク」案内チラシを送付 

（８）ハウステンボス、東京ディズニーランド入場優待券の斡旋 

 

５．その他 

令和 ６年 ６月２４日 第１８５回全国社会保険協会連合会通常総会  東 京 都 

令和 ６年 ７月２３日 九州地区社会保険協会会議           鹿児島県 

令和 ６年１１月１９日 九州地区社会保険協会専務理事会議       福 岡 県 

令和 ７年 ２月 ６日 令和６年度社会保険協会理事セミナー     東 京 都 

 


